
    

 
千歳発着１１日間    都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 
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千 歳 

 台 北 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港 

■午後、千歳空港より、航空機にて、台湾・台北空港へ[15:15発／１８:１５着]。  

■深夜、航空機を乗継ぎ、オーストリアの首都・ウィーンへ[23:55発]。 ×･×･✈︎[機中泊] 
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ウィーン 

ザルツブルク 

■朝、ウィーン国際空港到着[０７:００着]。 

■入国審査ののち、専用車にてザルツブルクへ。 

■着後、ザルツブルグのシンボルであるホーエンザルツブルク城へロープウェイで登りま

す。ザルツブルグ旧市街の景観もお楽しみください。また、モーツァルトが洗礼を受けた

といわれる、バロック様式のザルツブルグ大聖堂や、映画「サウンド・オブ・ミュージック」

のロケ地としても知られるミラベル庭園の散策などもお楽しみください。また、ザルツブ

ルク郊外に位置する、ケルト歴史と芸術を紹介するヨーロッパ最大のケルト博物館もご案

内します。 

≪ザルツブルクにゆったり３連泊です≫               ✈︎・○・○[ザルツブルク泊] 
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ザルツブルク 

シャーフベルク鉄道 

 

 

(ダッハシュタイン) 

■午前、オーストリアで最も急勾配な登山鉄道[最大傾斜２６%]に乗車し、シャーフベルクア

ルム山頂駅へ[1360m]。山頂からは、アルプスの山々を３６０℃見渡すことができる絶

景がお楽しみいただけます。 

■午後、ロープウェイにて「ザルツカンマーグート地方のハルシュタットとダッハシュタインの文

化的景観」として世界遺産の一部に登録されるダッハシュタイン山塊の山頂駅[2700m]

へ。オーストリアで最も標高の高いスリル満点の釣り橋(長さ１００ｍ)を渡ります。                         

○･×･○[ザルツブルク泊] 
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ザルツブルク 

ベルヒテスガーデン 

(ケールシュタインハウス) 

 

 

 

(ケーニヒス湖) 

■午前、ベルヒテスガーデンへ。着後、混載バスと黄金色のエレベーターを乗り継ぎ、ザルツ

カンマーグートの山々を望む絶景のケールシュタイン山頂［1885m］にある、ヒトラーの

山荘が置かれたイーグルネスト（鷲の巣：ケールシュタインハウス）へご案内します 

■午後、ベルヒテスガーデン国立公園へ。着後、ロープウェイを利用し、イェンナー山頂駅へ。 

着後、イェンナー山[1874m]までのハイキングをお楽しみください。展望台からは眼下 

にケーニヒス湖の眺望がご覧いただけます。 

■その後、電動ボートにて、エメラルドグリーン色の美しいケーニヒス湖の遊覧をお楽しみく

ださい。赤い屋根が印象的な聖バルトロメオ礼拝堂を訪ねたり、さらにボートを乗り継い

で隣接するオーバー湖まで足を延ばします。『絵画のように美しい』風景が広がるオーバ

ー湖周辺の景色をご堪能ください。                ○･×･○[ザルツブルク泊] 
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ザルツブルク 

キッツビュール 

 

 

 

アルプバッハ 

 

 

インスブルック 

■午前、「アルプスのモンテカルロ」と称されるキッツビュールへ。 

■着後、ゴンドラリフトにて、アルペンハウス・キッツビューラー・ホルン駅まで登ったのち、

一つ下のホルンギプフェルバーン駅までハイキングをお楽しみください[所要時間：１時間

半]。 

■その後、可愛らしい旧市街が残るキッツビュールの散策もお楽しみください。 

■午後、古いチロルの郷土色が色濃く残されていて、『オーストリアで一番美しい村』と『ヨー

ロッパで一番美しい花の村』に選ばれたアルプバッハへ。着後、ゴンドラリフトでヴィーダ

ース・ベルガーホルンに登り、山上へのハイキングへご案内します。 

■夕刻、チロルの首都・インスブルックへ。            ○･○･○[インスブルック泊] 
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インスブルック 

 

  

 

ゼーフェルト 

 

■午前、ゴンドラリフトにて、パッチャーコーフェルバーン山頂駅へ。着後、一つ下の中間駅

までのハイキングを、イングブルックの街やアルプスの山々を眺めながらお楽しみくださ

い。 

■その後、ハプスブルグの街・インスブルックへ戻り、マクシミリアン一世の黄金の小屋根や

バロック様式が見事な聖ヤコブ寺院、賑やかなマリア・テレジア通りの散策もお楽しみく

ださい。 

■午後、ドイツ国境に近い、人口2,800人の牧歌的なメルヘンの世界・ゼーフェルトへ。 

■着後、ゴンドラリフトにてゼーフェルダーヨッホ山上駅[2060m]へ。着後、尾根伝いの遊

歩道を歩き、ぜーフェルダー・シュピッツェ[2221m]を目指します。アルプスの山々が３

６０℃見渡せる絶景をお楽しみください。             ○･○･○[ゼーフェルト泊] 
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ゼーフェルト 

シュトゥインベンファル 

エールヴァルト 

■午前、１５９ｍを越える、オーストリアで最も高く印象的な滝・シュトイベンフォールへ。滝の

真横に造られた長い階段を下り、間近に巨大な滝をご覧いただきます。 

■その後、グルービヒシュタインへ移動し、ゴンドラにてグルビッヒ・ツヴァイ・ベルクシュタ

ツィオン駅[2029m]へ。着後、ツークシュピッツェなどを眺めながら、中間駅までの下り

ハイキングをお楽しみください[約２時間／高低差：約７００ｍ]。 

≪エールヴァルトに連泊です≫                    ○･×･○[エールヴァルト泊] 

 

８ 

エールヴァルト 

(ツークシュピッツェ) 

(ガルミッシュ・パ

ルテンキルヒェン) 

 

(アイブ湖) 

■午前、ゴンドラを利用し、オーストリアとドイツとの国境であり、ドイツ最高峰のツークシュ

ピッツェ山[2962m]へ。大パノラマが広がる山頂からは、アイブ湖やアルプスの山々の

眺望をお楽しみください。 

■その後、カラフルな町並みが印象的なリゾート・ガルミッシュパルテンキルヒェンの散策へ

ご案内をさせていただきます。 

■午後、エメラルドグリーン色の美しいアイブ湖畔のハイキングをお楽しみください。 

                                       ○･×･○[エールヴァルト泊] 
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エールヴァルト 

ハイデルベルク 

 

マインツ 

■午前、ハイデルベルクへ。着後、ドイツ三大名城の一つで、世界最大規模のワイン樽がある

ハイデルベルク城、アルテ・ブリュッケ(古橋)、レンガ色が印象的なゴシック様式の聖霊教

会、多くの店で賑わうハウプト通りなどへご案内します。 

■その後、２０００年以上の歴史を有するマインツへ。着後、ロマネスク様式の壮大なマインツ

大聖堂などを訪ねます。                           ○･○･○[マインツ泊] 
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マインツ 

フランクフルト 

■朝、フランクフルト空港へ。 

■午前、航空機にて台北へ[10:35発]。 

                                              ○･✈︎･✈︎ [機中泊] 

１１ 台 北 

千 歳 

■朝、台北到着[06:15 着]。 

■着後、航空機を乗継ぎ、千歳空港へ[08:35 発／13:15 着]。着後、解散。 

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅                      ✈︎・×・× 
※上記の時間は、すべて現地時間で表示されております。 
※上記の「〇」はお食事の有無を示します。「✈︎」は機内食、「×」の食事は含まれておりません。 
※現地の都合によりスケジュールが変更される場合がございます。その場合でも極力日程に従って旅行サービスがお受けになられる

よう万全の手配努力を致します。 
 

 
    株式会社 イーテル･ツアー                                                                                        株式会社 イーテル･ツアー 

■台湾経由でウィーンに入ります。 
■無理なく、ゆっくりとハイキングをお楽しみいただくコース
ですので、安心してご参加ください。 

■バロックの古都・ザルツブルクにゆったり３連泊いたします。 
■アルプスの麓のエールヴァルトには２連泊です。 
■登山鉄道、ゴンドラ、リフト、遊覧船などを利用し、チロルと

バイエルンの美しい山々を巡ります。 
■なかなか訪れる機会の少ない、高さ１５９ｍの滝・シュタイベ

ンフォールへも足を延ばします。 

ご旅行期間とご旅行代金   

20２６年 ９月１日(火)発～９月１１日(金)着・・・¥７４８,000 お一人部屋利用追加料金 ¥１２０,000 
 

チロルからバイエルンへ 

オーストリア・ドイツ 秋のゆったりハイキングの旅  

ご利用予定ホテル 
■ザルツブルク／アテル・ホテル、アル
トシュタット・ホテル、アストリア 

■インスブルック／ホテル・セントラル、
カペラー・インスブルック 

■ゼーフェルト／ダス・ホテル・エデン、

ランドハウス・クラウズナホフ・ホテル 
■エールヴァルト／ドルメロ・ベーホー・
ツークシュピッツェ、スポートホテル・

シェーノルー 
■マインツ／インターシティホテル・マイ
ンツ、ベストウエスタン、メルキュール 

※上記ホテルまたは同等クラスとなり
ます。 

ご旅行条件 
■募集人数/１２名様 
■最少催行人数/６名様 
■お食事/朝食８回・昼食４回･夕食８回 
■旅券残存期間/出国時３ヶ月以上 
■千歳空港利用/¥4,８０0(別途必要) 
■ETIAS(欧州渡航情報認証制
度)/202６年度から必要となりま
す。金額等の詳細が分かり次第、改
めてご案内いたします。 

■千歳空港より、全行程、社員添乗員
同行 

■国際観光旅客税［出国税］/ 
￥３,000（別途必要） 

■トランク往復無料託送サービス 
［ご自宅～空港～ご自宅］ 

■昨今の燃油価格上昇につき、燃油サ
ーチャージは含まれておりません。別
途徴収させていただきますので、何

卒ご理解くださいませ。 
※ビジネス料金はお問合せ下さい。 
 
 

ゼーフェルト～ 
雲の上を歩くハイキング

シュトイベンフォール 

ケーニヒス湖(イメージ) 

アルプスの都・インスブルック 

インスブルックはオーストリア西部・チロル州の州都で、アルプ

スに抱かれた中規模の町で、ハイキングやトレッキングの中継地

としても大変人気です。 

周辺には新石器時代から人が住んでいた痕跡があり、ローマ時

代には重要な街道が通る地域として発展しました。アルプス越え

のルートを押さえる地点として、早くから交通と交易の要所だっ

たと考えられています。 

１３６３年にハプスブルク家の支配下に入り、その後チロル支配

の中心地として発展します。１５世紀にはハプスブルク家の宮廷が

置かれた時期もあり、現在の旧市街にはこの時代に築かれた建物

が多く残っています。代表的なものが、皇帝マクシミリアン１世ゆ

かりの「黄金の小屋根」や、宮廷教会、ホーフブルク王宮などです。

特に黄金の小屋根は、インスブルック旧市街の広場に面して建つ

建物のバルコニー部分の名称で、インスブルックのシンボルと言

われる歴史的建造物です。もともとの建物は１５世紀ごろのハプ

スブルク家ゆかりの宮殿で、その南側に増築されたバルコニーの

屋根に、金箔を貼った銅板の瓦が約２６００枚以上使われているこ

とから「黄金の小屋根」と呼ばれています。 

２０世紀に入ると、インスブルックはウィンタースポーツの拠点

としても知られるようになり、冬季オリンピックが２度開催された

ことで世界的にその名が広まりました。歴史的な街並みと近代的

な山岳リゾート機能が共存する、「アルプスの都」として現在の姿

に至っています。 

インスブルックの北西、ドイツとの国

境にほど近いゼーフェルトの町は、西

をホーエ・ムンデ、東をカーヴェンデ

ル、北をドイツとの国境を形成してい

るヴェッターシュタイン山系により、三

方を山に囲まれた海抜 1,180m、人口

２,８００人のリゾート地です。車から解

放された町の中心地は牧歌的なメルヘ

ンの世界。駅前から真直ぐにのびる並

木道は絵のように美しく、オーストリア

の軽井沢とも呼べる雰囲気を持った町

です。歩行者ゾーンには８０以上の店

舗、ワインセラー、ビアホール、レストラ

ンなどが軒を連ね、ぶらぶら歩きを楽

しめます。「ゼーキルヒル」と呼ばれる

小さなチャペルは、ゼーフェルトのシン

ボルであり、夏には村人たちの結婚式

の舞台となります。 

ツアーのポイント 

ハイキングの始まり… 
元々の英語の hike は「ぐいっと引っぱる」「ぐっと押し上げる」ような、力を

こめて動かすイメージの言葉でした。そこから「力を入れて、しっかり歩く」、「目

的を持って距離を歩く」という意味が生まれ、名詞形 hiking が「少し本気の

歩き旅」「郊外を歩くレジャー」というニュアンスを持つようになります。 

１８～１９世紀になると、産業革命でロンドンやマンチェスターなどの大都市

が急成長し、大気汚染、人口過密、労働のストレスが問題化します。工業化の急

速な発展に伴い、対抗意識として健康維持のための活動（禁酒、禁煙、日光浴、

自然食など）がブームとなり、その中で、自然・田園・山への憧れが強まりまし

た。 

 イギリスの詩人ワーズワスや、スイス・アルプスを描いた画家たちが「山や田

園を歩くこと」を美しい、精神的に良いものとして表現します。 

１９世紀半ばから、鉄道網が整うと都市に住む人が「休日に郊外の丘や村へ

行き、歩いて自然を楽しむ」ことが現実的になります。 

イギリスやドイツで、鉄道会社が「郊外行きのお得往復券」などを売り出し、そ

のパンフレットで「郊外を歩く楽しみ」「健康に良い散策」が宣伝されました。こ

うして、「歩くこと」が安くて自由度が高く、健康にも良いレジャーとして、大衆

にも広がり始めます。 

ドイツの人々は、趣味として「森を歩くこと」を挙げる人が多く、休日にはたく

さんの人が森を散策し、サイクリングや乗馬などを楽しんでいます。 

明治から大正期には、ヨーロッパのレジャー文化が紹介される中で、

「Hiking／ハイキング」という言葉も日本に輸入されました。日本では、イギリ

ス的な“郊外散策”と、ドイツ的な“山歩き”が一緒になり、「軽い山歩き全般」＝

ハイキングという使われ方が広まります。 

 

黄金の小屋根 


